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シリーズ 第八弾シリーズ 第八弾

大阪に坂なし、坂梨に坂あり大阪に坂なし、坂梨に坂あり
～龍馬も海舟も歩いた宿場町～～龍馬も海舟も歩いた宿場町～

① 馬場八幡宮
ば　ば　はちまんぐう

　応神天皇、神宮皇后、比め神、国龍神の四神
が祀られており、地域からは氏神として親しま
れています。境内には樹齢 400 年以上といわ
れる立派な杉の木があります。

② 坂梨宿場通り
　肥後と豊後を結ぶ交通の要所として栄えた宿駅
（宿場）坂梨宿。江戸時代の香りを感じさせる建
物を眺めて歩くと、まるでタイムスリップをした
ような気分になります。街道沿いには天神橋や子
安河原観音、坂梨番所跡などたくさんの史跡が
残っています。伊能忠敬や坂本龍馬、勝海舟など
歴史上に名を残す人物も多く訪れたという記録は
非常に興味深いものです。

　　　　　　　天神橋（眼鏡橋）
　　　　　　　 〈市指定文化財〉
150 年以上も人々の交通を支え
ています。7.2 水害でも流れま
せんでした。

宿場町には
わざと道を
曲げて全体が見通せないようにし
た場所がありました。戦いの時、
攻めてこられても見通せないよう
考えられたものです。

９月２８日の秋季大祭の神馬に
みこし。みこしは馬場八幡宮
を出発し、宿場通り
などを練り歩きます。
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